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ベクトルとは
• 2つの点AとBをとり，AからBへ矢印を描く．これを

Aを始点，Bを終点とする有向線分という．有向線分は，
“向き，長さ（または大きさ） ，位置”をもっているが，
位置を無視し，“向きと長さ”だけを考えた有向線分を

ベクトルといい， で表す．あるいは， などと記す．

• 向き（平行）と長さが同じものは，同一ベクトル

とみなす．図の
は同一である．

（平行移動して重なれば，

同じベクトルである）
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ベクトルの演算（和）

２つのベクトル に対して，

もし，aとbが離れていたら，

bを平行移動して， aの始点と

bの終点を一致させて，

和を求める．

BCAB  ba ,

の和という．とを baba AC
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ベクトルの演算（差・スカラー倍）

の差と定義するとと書いて，ｂｂをｂ

の逆ベクトルという．を

と定義する．をに対して，ベクトル
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をスカラーという．

倍の場合の実数一般に kk

を表す． のベクトル倍2は ２ b
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０ベクトル，単位ベクトル

長さ0のベクトルを

0ベクトル，

長さ１のベクトルを単位ベクトルといい，

eと書く．
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プリントkNo1‐1

または

平行四辺形にして

（マイナスは逆向きにし）
同様にして
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平面ベクトル
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位置ベクトル

う．の大きさ（長さ）といを

た，の成分表示という．まベクトル

をのときの座標がまた，点

ルと定義する．と書いて，位置ベクト

，行移動する．このとき原点０になるように平

の始点をがあり，座標平面上にベクトル
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平面ベクトルの和
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平面ベクトルの和の成分表示‐1

Y
 軸

X 軸
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a=(a1, a2), b=(b1, b2)

a +b=(a1+b1, a2+b2)
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平面ベクトルの和の成分表示‐2

となる．

のときは，点一方，点

ある．はスカラー（実数）で

となる．また，

のとき，

したがって，
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平面ベクトルの和の成分表示‐3
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，変形してとすると，原点を

となる．

のときは，点一方，点
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ベクトル＝＞代数＋幾何

• ベクトルは，大きさと方向のある図形的と考え
ると，幾何学に分類される。

• ベクトルの成分表示をすると，加法・減法など

演算が可能になる。代数学の理論が適用可
能となる。

すなわち，ベクトルという概念によって，

代数と幾何を融合した理論に拡大された
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= (ー7, －1) + (4ー2, ー2ー3)

=(ー7＋2, ー1ー5)
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プリントkNo1‐2（作図で求めると）
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プリントkNo1‐2（作図で求めると）
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